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5月17日　礼文高校でも、認知症講座開催

「認知症って、どんな病気？」「認知症って、どんな病気？」
～認知症の理解・わたしたちにできること～

視覚
障害
体験学習

香深地区  10名、船泊地区  22名でスタートしました。

•開講式
•「日常生活で気を付けること」
　　講師　山本晃久 香深駐在所所長
　　　　　佐藤智彦 船泊駐在所所長

　交通安全について、
電話勧誘や手渡し詐欺
の学習をしました。

「ふれあい・いきいきサロン」
4月

•「私たちのエコな暮らし」　
　　講師
　　　礼文町衛生センター
　　　　　　　　片川　修 所長
　　　礼文町衛生センター
　　　　　　　　釜谷尚之 主査

　ゴミ処理、汚水が浄化される仕組に
ついてお話を聞き、ゴミ収集について
は参加者から、たくさんの意見が出ま
した。
　香深地区は、香深井の施設の見学も
しました。

•「漁業のまちの山づくり」
　　～森林事務所の業務紹介～
　　講師
　　　林野庁北海道森林管理局宗谷森林管理署
　　　礼文森林事務所　木下皓晶 森林官

　スライドを見ながら、
森林の機能や私たちの
生活への影響について。
　山へ入るときの注意
点も参考になりました。

5月

　全校生徒26名が、石黒先生の認知症
講座を受講しました。50分という短い
時間でしたが、やすおじいちゃんのスラ
イドを観ながら、認知症を発症した家族
への接し方などを学びました。ぜひ、こ
れからの生活に役立て欲しいものです。
　脳の状態、記憶のしくみについては、
事前に秋田先生よりレクチャーを受けて臨み、認知症へ
　　　　　　　　　　　　　　の理解を深めました。

　続けて、社協職員を講師と
して、1学年11名が視覚障害
体験に挑みました。アイマス
クを装着しての歩行は、不安
感や恐怖心があり介助役との
信頼関係が重要とわかりまし
た。
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